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大 会 発 表 要 旨1996.11.8.

DTPの 現状 につ いて

古川加津夫/株式会社 千 手

DTPの 語 源 は正確にはDesktopComputor

Publishingで あ り、DeskTopPublishingで

は なか った。従来多 くのプ ロの手 にたよ って

いた出版 の工程を デスク トップ コンピュータ

を使 って オフイスオー トメー シ ョンを行 お う

とい うもので ある。

このコ ンセプ トは1985年 のApple社 の株 主

総会の席上 でAldus社 の社長PaulBrainerd氏

に よって明確 にされ、「コス トの削減」 「時間

の削減」 「自分 ですべて を コ ン トロー ルで き

る」「ビジネス上 の戦略 ッール にな る」 とい

う4っ の メ リッ トが考 え られた。DTPの 言

葉 は1984年 か ら1985年 にかけて、Aldus社 が

AppleMacintoshコ ン ピュータ向 けに開発 し

たアプ リケーションソフ トPageMakerの 広 告

の中で初 めて示 され、DTPブ ー ムに火 をっ け

た。PageMakerは1440年 代 にグーテンベルク

が活版 印刷術を完成 して以来 の、新 しい時代

の印刷 出版術(第2の グーテ ンベルク)と し

て位 置づ けされ、 この ソフ トのスター トア ッ

プ画面 に は、 グーテ ンベルクの肖像が はめ こ

まれた。初 期のマニュアルの中で は、 デスク

トップ ・パ ブ リッシングを 「卓上 出版」 と称

し 「編集物 のデザイ ン、 レイアウ ト、 さ らに

その印刷 までの一連 の作業 を効率化 し、初心

者 か ら熟練 したデザイナーまで幅広 く活用 で

きる」 とのべている。

DTP誕 生 の背景 には、Apple社 によるハ ー

ドウエア開発、AdobeSystem社 に よ るペー

ジ記述言語の開発、ライノタイプ社 によるハー

ドウエア とソフ トウエアの開発が あった。

従来 の出版印刷 の工程 には一部BlackBox

が あ ってデザイナーはこの見えざ る部分 を指
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示 や 指定で コン トロール して いたので ある。

数多 くの失 敗 と経験 を積 み重ね ることによっ

て、 自己の イメー ジとのずれ を修正す るとい

うアー トワークを強 い られて いたので ある。

したが って、専 門的な印刷 ・製版 ・加工技術

にっいて もよく知 ってお く必要が あり、 グラ

フィ ックアーッなる言葉 も生 まれ たのであ る。

当然、 各パー トのエキスパ ー トにその実務 を

委ねて いる以上、BlackBoxに は直接 に手 が

触 れ られず、 コ ミュニケーシ ョン不足 によっ

て生 じる トラブルや、残業の連続 が当然の こ

とと して発生 し、意図 に反す るものが仕上 が

る不安 がデザイナーの大 きな ス トレスとな っ

ていたのであ る。

これ に対 してDTPを 使 った現状 で は、 仕

上 が りを確認 しなが らデザイ ンしてい くとい

うWYSIWYGの 思想 であ る対話 型 の方式 を

とり、従来法 に比べ てはるか に速 くイ メー ジ

を定着 す ることが可能 になった点 で、 ス トレ

スが低減 したのは事実で ある。 カラー カ ンプ

の制作 にあた っては幾通 りかのデザイ ン提 案

を短 時間でプ レゼ ンテーシ ョンす ることがで

きるよ うにな った。 しか しなが ら、従 来か ら

あ ったBlackBoxが オ ー プ ン化 され る こと

によ り、 すべての工程 に手をつ ける必 要があ

り、 自己の責任 に於て各パ ー トを一人 で管理

しな くてはな らな くなったのであ る。 デザイ

ナーに対 して開 かれ た環境 にな ったのだが、

実務 を委 ねていた各パ ー トの エキ スパー トが

他 で もないデザイナー自身 に置 き換え られた

だけの ことであ り、責任範囲の拡 大が ス トレ

スの拡大 にな っているのが実情であ る。

新 たな、 エキスJ¥°一 トと しての知識 と技術



には、 テキス ト入力、MS-DOS変 換 、 フォ ン

トの知識、TRUETYPEとATM、JIS漢 字 コ

ー ド
、外字作成、 ベ ジエ曲線の コ ントロール

技術、写真 やイ ラス トレー ションの スキ ャニ

ング技術、解像度 と画像 モー ド、画像処 理技

術、 画像 の ファイル形式、印刷線数 と解 像度 、

プ リン トア ウ ト知識、 レイアウ トソフ トの習

熟、 デー タ保管知識、通信 の知識、進化 す る

コ ンピュー タのOS… 等々があ る。数 え上 げ

れば きりがないが、 それぞれを間違 いな く知

りつ くさな くてはな らないので ある。

DTPへ の移行が始 まると、第1期 として統

合型 の ワー クフローができあが る。企画、デ

ザイ ン、編集、製版、 印刷 まで をすべて 自己

の中に取 り込 もうとす る現象で ある。各工程

を経験 す ることによ って問題点 を発見 しコス

トや可能性 を探 る研究 の時期で ある。やがて

オペ レー シ ョンの効率化 や大量 の仕事量 によ

る時聞外労働 の超過 が問題 となるあたりで、

新たな ワー クフローが必要 とな って くる。

そ こで移行後第2期 として分散型 の現象が

生 じる。 イ ラス トはイ ラス トレーター、 写真

はフォ トグラファー、 テキス トはワープロオ

ペ レー ター、 スキ ャニ ングは印刷製版会社Y

レイア ウ トは コンピュー タオペ レーター、全

体のデ ィレクシ ョンや フォーマ ッ トに関わ る

部分 をデザイナー 自身 が行 い、進行管理を行

うとい う、従来法 によ く似 た数多 くのエキス

パー トに よって全体 の ワー クフローがで きあ

が ってい くのであ る。2っ のワークフローが

従来法 と異な る点 は、各工程 がデジタル の糸

で結 ばれ シー ムレスに流 れてい く点で ある。〆

特別 か ら普通 へ と誰 で もが簡単 にアー トワ

ークがで きるよ うにな った
。新 しい表現 には

フィル ターエ フェク トや3Dを 駆使 して どこ

にもない画像 表現を試 み るのだが、 かえ って

誰で もが簡単 にやれて陳腐化 ・画一化 した表

現 とな ってい るのが現 状であ る。 いまあ らた

めて、 デザイナー とは何 か?の コンセプ トを

明確 に持 たな くてはいけないよ うになってい

る。 ビジュアルな表現 自体 が、 自由な発想で

はな くて ソフ トウエアによ って制限 され た範

囲で発想 されてい るのが現状 であ り、知 りう

るソフ トウエ アでは表現不可能 であるか らこ

れ は表現 も発想 もで きない と思 い こんで いる。

人間 のイマジネー ションは常 に コンピュータ

を超 えた能力を持 っているはずであ り、 自由

な発想 と表現 を人 間の側 に取 り戻 さなければ

な らないであ ろう。

さ らにイ ンターネ幽ッ トや、CD-ROMソ フ ト

の中か ら、必 要な画像 を自由に コラージュ し

た り再構築す ることや、 デー タの共有化 ・ネ

ッ トワーク化 によ る利用 が、 オ リジナ リティ

ーや著作 権 とどのよ うにか かわ りあ うのか

が、間われな ければな らない時期 にきて いる。

新 しいハ ー ドウエアの処理速度 の飛躍的向

上 と低価格化 は、新 たな表現領域 の拡大 を可

能 に し、予想 もっかないよ うな異種 メデ ィァ

を次 々と生み出 してい く。 あのPageMaker

を発 表 したAldus社 を吸収 したAdobeSystem

社 が、1996年 秋 にPDF(PortableDocument

Format)を 閲 覧 ・印刷 す る ソフ トウエア と

してAcrobatを 発 表 し、「印刷 か ら配付 へ」

か ら 「配付か ら印刷 へ」 と新 たな コ ミュニケ

ーシ ョンッールを可能 に した
。 この ことは、

紙か ら紙以外の電子媒体等 への出版 の時代 に

突入す る新世代の印刷 出版術(第3の グーテ

ンベルク)と して、位 置づけ られるで あろう。

今 後 はCrossMediaPublishingを キ ーワー

ドに、 イ ンターネッ トを介 在 しなが ら、 デ

ジタルデータを シングル ソース&マ ルチユ ー

ス の視 点 か ら、 異 種 メ デ ィア に 向 けて の

Publishingが 、 順次可 能 に な って い く。 デ

ザイナーの役割が今 まで以上 に、重要視 され

る ことを期待 してい きたい。
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